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第５学年５組  理科学習指導案 

 

 

 

 

１ 単元名  てこのしくみとはたらき 

 

２ 単元について   

（１）児童観 

   これまでに児童は，５年「植物の発芽と成長」で，調べる条件，そろえる条件を制御しな

がら，計画的に追究していく能力を育成してきている。しかし，条件を整えて実験を進めて

いく力や結果を関連づけて考察していく力はまだ十分育っているとはいえない。条件の整え

方，結果を考察するときの視点について少しずつ指導しているところである。 

本単元については，シーソーなどの遊びや物をつるす生活経験から，つり合うときの規則

性などについて，感覚的には少しとらえているようである。 

 

（２）教材観 

この単元に関わる学習指導要領は，次の通りである。 

ここでは，てこやてこの働きを利用した道具を使い，てこの仕組みと働きを調べ，水平につり

合った棒の支点から等距離に物をつるした棒が水平になったとき，物の重さは等しいことをとら

えるようにする。また，力を加える位置や大きさを変えて，てこを傾ける働きの変化を調べ，て

こを使うと小さな力でも重い物を動かすことができることやてこがつり合うときにはそれらの間

に一定のきまりがあることを捉えるようにする。 
これらの活動を通して，てこを傾ける働きやてこがつり合うときの規則性についての見方

や考え方をもつようにする。また，てこに加える力の位置や大きさの条件を変えて，てこの

働きや仕組みについて計画的に追究する能力を育てるとともに，日常生活に使われているて

このきまりを利用した道具を見直す態度を育てることがねらいである。 

 

（３）指導観 

   ２０００年，２００３年の PISA 調査の結果では，わが国の子どもたちの「読解力」が低

下している状況にあるなど，大きな課題が示された。調査結果を分析すると，読解プロセス

において「テキストの解釈」「熟考・評価」に，出題形式において「自由記述（論述）」に課

題があることが明らかになった。 

（２） てこを使い，力の加わる位置や大きさを変えて，てこの仕組みや働きを調べ，てこ

の規則性についての考えをもつようにする。 
ア 水平につり合った棒の支点から等距離に物をつるして棒が水平になったとき，物

の重さは等しいこと。 
イ 力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾ける働きが変わり，てこがつ

り合うときにはそれらの間に一定のきまりがあること。 
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そこで，文部科学省から，PISA 調査における読解力の考え方を踏まえ，指導の改善の方向

が示された。理科では，「科学的に解釈する力や表現する力の育成を目指した指導の充実」

が求められている。 

そこで，本単元では，目的や視点を明らかにして実験・観察を行い，その結果を図や表に

整理して記録させる。そして，それをていねいに分析することによって，自分の考えを書い

たり，それを発表したりする場を多く設け，自分の考えを表現する能力を育成していきたい。 

本時では，実験の結果を表に整理して記録させ，それをもとに気付いたことや考えたこと

を自分の言葉で書かせることによって，実験の結果を理解しながら読む力・書く力を高めて

いきたい。 

 

３ 単元の目標 

  ◎てこの仕組みと働きをそれらにかかわる条件に目を向けながら調べ，てこの規則性につい

ての見方や考え方を育てる。 

【関心・意欲・態度】 

・ てこやてこの働きを利用した道具に興味・関心をもち，自らてこの仕組みや働き，てこの

つり合うときの規則性を調べようとする。 

・ てこの働きを適用してものづくりをしたり，日常生活に使われているてこの働きを利用し

た道具を見直したりしようとする。 

【科学的な思考】 

・ てこの実験装置などを使って調べ，てこがつり合うときのおもりの重さや支点からの距離

を関係付けて考えることができる。 

・ てこの働きや規則性について，条件に着目して実験の計画を考えたり結果を考察したりす

ることができる。 

【観察・実験の技能・表現】 

・ てこの働きを調べる工夫をし，てこの実験装置などを操作し，安全で計画的に実験やもの

づくりをすることができる。 

・ てこの働きの規則性を調べ，定量的に記録したり，数量的に表したりすることができる。 

【自然事象についての知識・理解】 

・ 水平につり合った棒の支点から等距離に物をつるして棒が水平になったとき，物の重さは

等しいことを理解している。 

・ 力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾ける働きが変わり，てこがつり合うと

きにはそれらの間に一定のきまりがあることを理解している。 

 

４ 指導計画 １０時間扱い（本時５／１０） 

小単元 時 学習目標 主な学習活動 主な評価規準 
読解力をつけるため

の支援策 

 １ 
・棒を使って重い

物を持ち上げ，重 

・砂袋を持ち上げ，

重さを体感する。

【関】棒を使うと，

重いものでも小さ 

・実験の結果を，図

で表すとともに，
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い物の位置や力

を加える位置を

変えて，手にか

かる力の大きさ

を体感すること

ができる。 

・棒を使って砂袋

を持ち上げ，砂袋

の位置や力を加え

る位置を変えて手

ごたえを体感す

る。 

な力で楽に持ち上

げられることに興

味・関心をもち，

進んで調べようと

する。 

（発言・行動観察） 

体感したことを

言葉で表現させ

る。 

２ 

・手応えの違いに

ついて，予想を

立て，条件を制

御しながら，調

べることができ

る。 

・支点から力点・作

用点までの距離

を変えると，手応

えはどう変わる

かを調べる。 

【知】支点から力

点・作用点までの

距離によって，物

を持ち上げる力

が変化すること

を理解する。 

（発言・記録） 

・調べる条件，そろ

える条件をはっ

きりさせる。 

・力点，支点，作用

点の言葉を使っ

て表現させる。 

３ 

・力点にかかる力

の大きさの違い

を正確に比べる

方法を考えて調

べることができ

る。 

・力点にかかる力の

大きさをおもり

の重さに置き換

えて調べる。 

【科】物を持ち上げ

たり，棒を傾けた

りする力の大き

さを，定量的に調

べることができ

る。（発言・記録） 

・体感の違いを数量

化するという視

点で話し合わせ

る。 

一 

棒
を
使
っ
て
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
よ
う 

４ 

・てこのうでを傾

ける働きは，支

点から力点まで

の距離に関係す

ることをとらえ

ることができ

る。 

・支点から力点まで

の距離とうでを

傾ける働きの大

きさについて調

べる。 

【知】おもりがうで

を傾ける働きは，

力点が支点から

遠いほど大きく

なることを理解

することができ

る。（発言・記録） 

・支点からの距離を

変えたときのう

での傾きの違い

を図と言葉で記

録させる。 

５ 
 

本
時 

・てこが水平につ

り合う場合につ

いて調べること

ができる。 

・左右のうでにつる

すおもりの数や

位置を変えて，て

こが水平につり

合う場合につい

て調べる。 

【技】てこ実験器を

正しく使い，てこ

がつりあう時の，

左右のおもりの

数やつるす位置

との関係を表に

まとめて整理す

ることができる。 

（行動・記録） 

・実験の結果を表に

整理して記入さ

せる。 

・実験の結果をもと

に，考えたことを

自分の言葉で書

かせる。 

二 

て
こ
が
つ
り
合
う
と
き 

６ 

・てこがつりあう

ときには一定の

きまりがあるこ 

・てこがつり合った

ときのデータを

もとにきまりを 

【科】てこ実験器を

使って調べたデー

タを相互に比較し 

・前時の実験結果を

もとに，自分の考

えを発表させる。
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とを見いだすこ

とができる。 

見つけ，それを確

かめる実験をす

る。 

て，てこがつり合

うときのきまり

を導き出すこと

ができる。 

（発言・記録） 

・自分や友達の考え

がいつでも当て

はまるか実験し

て確かめさせる。

７ 

・てこの支点から

左右等しい距離

に同じ重さのお

もりをつるすと

つり合うことを

利用して，物の

重さを比べたり

量ったりする方

法を考えること

ができる。 

・てこの支点から左

右等しい距離に

同じ重さのおも

りをつるすとつ

り合うことを利

用して，物の重さ

を比べたり量っ

たりする。 

【関】うでの長さを

同じにした時の，

おもりの重さと

距離の関係に興 

 味・関心をもち，

意欲的に調べよ

うとする。 

（行動・発言） 

・てこのきまりをも

とに，物の重さを

量ったり比べた

りする方法を話

し合わせる。 

８ 

・てこのきまりを

利用した道具に

上皿てんびんが

あることを知

り，物の重さを

正確に量ること

ができる。 

・上皿てんびんを使

って，身の回りの

重さをはかった

り，決まった重さ

を量ったりする。

【技】上皿てんびん

を正しく使い，物

の重さを測定す

ることができる。 

（行動・記録） 

・一人一人に，実際

に操作させなが

ら，目盛りの見方

や分銅の扱い方

を練習させる。 

９ 

・「さおばかり」

をつくり，物の

重さを量ること

ができる。 

・てこのきまりを振

り返りながら，

「さおばかり」を

つくり，物の重さ

を量る。 

【関】「さおばかり」

に興味・関心をも

ち，意欲的に作ろ

うとする。 

（発言・行動） 

・てこのきまりをも

とに，さおばかり

で物の重さを量

る仕組みについ

て考えさせる。 

三 

て
ん
び
ん
で
重
さ
を
は
か
ろ
う 

10 

・てこの働きにつ

いてまとめるこ

とができる。 

・今までの学習を振

り返り，てこの働

きについてまと

める。 

【科】身の回りにあ

るてこを利用し

た道具にも，てこ

のきまりが当て

はまることを考

えることができ

る。（発言・記録） 

・てこの働きについ

て自分の言葉で

まとめさせる。 

 

 

５ 本時の学習（５／１０） 

（１）目標 

  ◎てこ実験器の左右のうでにつるすおもりの数や位置を変えて，うでを傾けるはたらきが左

右等しくなる場合について調べることができる。 
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・てこがつり合うときのおもりの重さと距離の関係を調べ，表にまとめることができる。 

【観察・実験の技能・表現】 

・つり合ったときの，左右のおもりの重さと支点からの距離の関係について，気付いたこ

とを自分の言葉で書くことができる。            【科学的な思考】 

 

（２）本時における読解力向上との関わり 

   本時では，まず，力点側につるすおもりの重さを変えないで，つるす位置を支点から遠ざ

けると，うでを傾けるはたらきが大きくなることを演示し確認させる。そして，作用点側に

つるすおもりの重さと支点からの距離を固定し，力点側のおもりの重さと支点からの距離を

変えて調べればいいのではないかという実験方法の見通しをもたせる。 

次に，てこ実験器の左右のうでにおもりをつるし，てこを水平につりあわせる実験を行わ

せる。支点から左右等距離のところに同じ重さのおもりをつるし，つり合うことを確かめさ

たのち，作用点側につるすおもりの重さと位置を固定し，力点側につるすおもりの重さと位

置を変えて調べさせ，その結果を表に整理して記録させる。 

最後に，実験の結果を記録した表をもとに，てこがつり合うときのおもりの重さと支点か

らの距離の関係について気付いたことを，自分の言葉で書かせることにより読解力の向上を

図る。 

（３）展開    

学習活動 予想される児童の反応と教師の支援（◆） 留意点と評価（○） 時間 

１ 既習の学習

を想起する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題

を知る。 

 

 

 

 

 

３ 実験し，実験 

の結果を表に

記録する。 

T 作用点につるすおもりの重さや位置

を変えないで，力点のおもりを支点か

ら遠ざけていくとどうなったかな。 

・おもりがうでを傾けるはたらきが大き

くなった。 

・左右のおもりの重さが違っていてもつ

り合う位置があった。 

 

 

てこが水平につり合うのはどんな

ときだろうか。 

・ 同じ重さのおもりを支点から同じと

ころにつるしたときだ。 

・ おもりの数が違ってもつり合った。

・ 支点から遠ければ，軽いおもりでつ

り合うはずだ。 

T 左右のおもりの重さとつるす位置を

いろいろ変えて，てこをつり合わせて

みよう。 

・力点につるすおもりの重さを

変えないで，つるす位置を支

点から遠ざけると，うでを傾

けるはたらきが大きくなる

ことを演示し，確認させる。

・支点からの距離とつるすおも

りの重さが関係しそうだと

とらえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・条件が複雑にならないよう

に，おもりは左右１か所ずつ

につるすようにさせる。 

7′

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3′

 

 

 

 

 

 

 

25′
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４ 実験の結果

から，わかったこ

とをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 次時の予告

をする。 

・やっぱり左右同じところに，同じ数の

おもりをつるすとつり合うよ。 

・左右おもりの数が違っていても，つる

す位置を変えるとつり合うね。 

 

 

 

 

◆一方のおもりの数と位置を変えない

で，もう一方のおもりの数と位置を変

えてごらん。 

◆水平につり合う位置は他にもあるの

かな。 

・支点から遠いところにつるすと，おも

りの数が少なくてもつり合うね。 

・支点から近いときは，おもりの数は多

くなっている。 

 

 

 

T つりあうときに何かきまりがあるのか

な。 

・おもりの数が多い方を支点から近い位

置に，おもりの数が少ない方を支点か

ら遠い位置につるすとつり合う。 

・でも，つりあわないときがある。 

・おもりの重さが半分になると，距離は

２倍になる。 

・おもりの重さが２倍になると，距離が

半分になる。 

・おもりの重さと距離をかけた答えが，

左右同じになると，つり合うみたい。

 

 

 

T 次の時間は，今日の結果をもとに，

てこがつり合うときのきまりをみん

なで考えてみよう。 

・最初は，支点から左右等距離

のところに同じ重さのおも

りをつるし，つり合うことを

確かめさせる。次に，作用点

につるすおもりのおもさと

位置を固定し，力点につるす

おもりの重さと位置を変え

て調べさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○てこがつり合うときのおも

りの重さと距離の関係を調

べ，表にまとめることができ

る。 

【観察・実験の技能・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○つり合ったときの，左右のお

もりの重さと支点からの距

離の関係について，気付いた

ことを自分の言葉で書くこ

とができる。  

【科学的な思考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8′

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2′

（４）評価について 

［読解力をつけるための方策２］

つり合ったときの、左右の

おもりの重さと距離の数量

的関係に目を向けさせ、つ

り合うときのきまりや気付

いたことを自分の言葉で書

かせる。 

［読解力をつけるための方策１］

つり合ったときの、おもり

の数と距離を関係づけて考

えられるよう表に整理して

記録させる。 
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○てこがつりあうときのおもりの重さと支点からの距離の関係を調べ，整理して表にまとめるこ

とができたか。（行動観察，記録） 
○てこがつりあうときのおもりの重さと支点からの距離の関係について，気付いたことを自分の

言葉で書くことができたか。（記録） 
 

（５）板書計画 

 

          

  

 

 

６ 成果と課題 
・観察・実験の結果を文章や図表としてていねいに 

整理することにより，考えたことや気付いたことな

どを自分の言葉で書くことができた。 
・自分のデータに基づいて検討し合う場を十分確保す

ることにより，一人一人が自分の考えを深めること

ができた。 
・自分の考えを表現させるために大切なことは，子ど

もたちに表現する意欲をもたせることである。はじ

めはあまり制限や干渉をせず，絵であれ，簡単なこ

とばであれ，その時の子どもの考えを自由に表現さ

せることである。そして，徐々に考えを説明したり

観察・実験の結果をまとめたりするのに必要な言葉

の使い方を指導していくことである。また，考えを

説明したり，観察・実験の結果をまとめたりするの

に必要なグラフや図表による表現方法の指導も必要

である。そのためには，国語科をはじめ各教科との

連携を図って指導していくことが重要である。 
 

方法 ①支点から左右同じ位置に、同じ重さのお

もりをつるす。 

   ②左を変えないで、右のおもりの数と位置

を変えてつり合うか調べる。 

   ③つり合う組み合わせをすべて表に書く。

   ④左のおもりの数と位置を変えて、①～③

をくり返す。 

予想 ・同じ重さのおもりを支点から同じところにつるしたとき 

・支点から遠ければ、おもりが軽くてもつり合う。 

結果  
左のうで 右のうで 

おもりの数 支点からのきょり おもりの数 支点からのきょり

    
    
    
    

てこが水平につり合うのはどんなときだろうか。


